
1

奈
良
文
化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部
（
飛
鳥
・
藤
原
地
区
）
藤
原
宮
跡
資
料
室

埋
も
れ
た
大
宮
び
と
の
横
顔

―
薬
・
ま
じ
な
い
・
庄
園
の
木
簡

前
期
展
示
木
簡

う

ず

展
示
期
間

前
期

平
成
三
十
一
年
四
月

八

日
（
月
）
―
四
月

十
七

日
（
水
）

後
期

四
月
十
八
日
（
木
）
―
四
月
二
十
六
日
（
金
）

＊
木
簡
は
二
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

藤
原
宮
跡
か
ら
は
、
現
在
一
万
六
〇
〇
〇
点
以
上
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
今
回

は
、
今
年
一
月
に
『
藤
原
宮
木
簡
四
』
と
し
て
報
告
し
た
五
二
九
点
の
木
簡
か
ら
、
二

一
点
を
厳
選
し
、
前
期
に
一
九
点
、
後
期
に
二
点
の
木
簡
を
展
示
す
る
。

前
期
に
展
示
す
る
木
簡
は
、
薬
に
関
わ
る
木
簡
（
展
示
番
号

～

）
と
ま
じ
な
い

1

18

の
符
号
を
記
し
た
呪
符
（
展
示
番
号

）
で
あ
る
。
は
じ
め
て
の
都
市
生
活
の
な
か
で
、

じ
ゅ

ふ

19

治
療
や
ま
じ
な
い
は
人
々
の
精
神
生
活
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
。

大
宝
令
の
医
疾
令
逸
文
に
よ
る
と
、
当
時
貴
重
品
で
あ
っ
た
薬
は
、
毎
年
中
央
で
必

い
し
つ
り
ょ
う
い
つ
ぶ
ん

要
と
な
る
量
を
典

薬

寮
で
推
計
し
、
諸
国
に
命
じ
て
進
上
さ
せ
て
い
た
（
『
令

集

解
』

て
ん
や
く
り
ょ
う

り
ょ
う
の
し
ゅ
う
げ

賦
役
令

雑
徭
条
古
記
）
。
諸
国
に
置
か
れ
た
採
薬
師
が
、
雑
徭
の
労
働
力
に
よ
り
薬

ぶ
や
く
り
ょ
う

ぞ
う
よ
う

こ

き

さ
い
や
く
の
し

ぞ
う
よ
う

37

を
集
め
て
い
た
よ
う
で
、
養
老
令
に
も
同
様
の
規
定
が
存
在
し
た
ら
し
い
（

依
薬
所

(21)

出
収
採
条
、

採
薬
師
条
）
。
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
み
え
る
年
料
雑
薬
は
、
こ
れ
ら

え
ん

ぎ

し
き

ね
ん
り
ょ
う
ぞ
う
や
く

(22)

を
根
拠
と
し
た
も
の
で
、
諸
国
か
ら
毎
年
進
上
さ
れ
る
薬
の
種
類
と
量
が
国
ご
と
に
定

め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
和
泉
・
志
摩
・
隠
岐
・
淡
路
の
四
箇
国
は
、
年
料
雑
薬
の
規

定
が
み
え
な
い
。

展
示
番
号

は
、
集
め
ら
れ
た
薬
を
支
給
す
る
と
き
に
作
成
さ
れ
た
木
簡
、
展
示
番

1

号

～

は
、
薬
を
貢
納
し
た
と
き
の
荷
札
や
保
管
し
た
と
き
の
付
札
で
あ
る
。

2
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石
川
朝
臣
に
地
黄
を
賜
っ
た
こ
と
を
記
す
文
書

1

（
『
藤
原
宮
木
簡
四
』
一
七
二
〇

号
。
以
下
、
木
簡
番
号
の
み
を
記
す
）

石
川
阿
曽
弥

所
賜

忽
生
地
黄

長
さ(

三
〇
六)

㎜
・
幅(

三
四)

㎜
・
厚
さ
四
㎜

六
〇
八
一
型
式

薬
の
支
給
に
関
わ
る
文
書
。
石
川
氏
は
、
蘇
我
氏
の
一
族
で
、
天
武
天

皇
十
三
年
（
六
八
四
）
十
一
月
に
賜
姓
さ
れ
、
朝
臣
を
称
し
た
（
『
日
本

書
紀
』
同
月
戊
申
朔
条
）
。「
阿
曽
弥
」
は
朝
臣
。

あ

そ

み

「
地
黄
（
ジ
オ
ウ
）
」
は
、
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
の
多
年
草
ジ
オ
ウ
の
根
茎

に
比
定
さ
れ
る
。
「
生
地
黄
（
シ
ョ
ウ
ジ
オ
ウ
）
」
は
そ
の
新
鮮
な
も
の
。

鮮
地
黄
（
セ
ン
ジ
オ
ウ
）
と
も
い
う
。
地
黄
は
、
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に

よ
る
と
、
山
城
国
葛
野
郡
薬
園
・
和
泉
国
で
の
生
産
が
知
ら
れ
る
（

地

か

ど

の

7

黄
煎
料
条
・

地
黄
地
条
）。

43

養
老
医
疾
令
の
規
定
に
よ
る
と
、
「
凡
そ
五
位
以
上
疾
患
せ
ば
、

並

に

お
よ

し
つ
か
ん

な
ら
び

奏
聞
せ
よ
。
医

を
遣
り
て
療
す
こ
と
為
よ
。
仍
り
て

病

を
量
り
て

薬

給

そ
う
も
ん

く
す
し

や

い
や

せ

よ

や
ま
い

は
か

く
す
り
た
ま

へ
。
〈
致
仕
の
者
も
亦
此
に

准

へ
よ
。
〉
」
（

五
位
以
上
病
患
条
）
と
み

ち

し

ひ
と

ま
た
こ
れ

な
ぞ
ら

(24)

え
、
五
位
以
上
の
い
わ
ゆ
る
貴
族
が
病
気
の
場
合
、
病
気
に
な
っ
た
者
の

家
か
ら
宮
内
省
に
報
告
し
、
宮
内
省
が
太
政
官
に
上
申
し
て
天
皇
に
奏
聞

し
た
。
「
医
」
は
、
典
薬
寮
の
医
師
・
針
師
な
ど
。
「
致
仕
」
は
官
を
辞
す

る
こ
と
で
、
七
十
歳
以
上
に
な
る
と
聴
さ
れ
る
。

ゆ
る



2

武
蔵
か
ら
の
桔
梗
の
荷
札

2

（
一
七
二
五

号
）

无
耶
志
国
薬
桔
梗
卅
斤長

さ
一
九
一
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
三
㎜

六
〇
三
三
型
式

｢
无
耶
志
国｣

は
、『
古
事
記
』
に
も
「
無
耶
志
」（
天
安
河
之
宇
気
比
段
）

む

さ

し

あ
め
の
や
す
か
わ
の
う
け
ひ
の
だ
ん

と
み
え
る
武
蔵
国
（
現
在
の
埼
玉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
の
一
部
）

の
古
様
な
国
名
表
記
で
、
同
様
の
表
記
は
展
示
番
号

に
も
み
え
る
。

3

「
桔
梗
（
キ
キ
ョ
ウ
）
」
は
、
キ
キ
ョ
ウ
科
の
多
年
草
キ
キ
ョ
ウ
の
根

に
比
定
さ
れ
る
。
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
よ
る
と
、
武
蔵
国
の
年
料
雑
薬

に
「
桔
梗
四
斤
十
二
両
」
（

武
蔵
年
料
雑
薬
条
）
と
み
え
、
武
蔵
を
含

58

む
二
十
四
箇
国
（
山
城
・
大
和
・
摂
津
・
伊
賀
・
伊
勢
・
尾
張
・
参
河

・
遠
江
・
駿
河
・
武
蔵
・
下
総
・
常
陸
・
近
江
・
美
濃
・
若
狭
・
越
前

・
播
磨
・
美
作
・
備
前
・
備
中
・
備
後
・
安
芸
・
讃
岐
・
伊
豫
）
の
年

料
雑
薬
と
し
て
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
養
老
雑

令
に
よ
る
と
、
銀
・
銅
・

ぞ
う
り
ょ
う

穀
を
量
る
に
は
大
斤
、
そ
の
他
に
は
小
斤
が
用
い
ら
れ
（

度
地
条
）
、

2

『
延
喜
式
』
雑
式
に
よ
る
と
、
薬
用
を
除
き
大
斤
が
用
い
ら
れ
た
（

ぞ
う
し
き

7

度
量
権
衡
条
）
。
大
一
斤
は
一
八
〇
匁
（
約
六
七
四
ｇ
）
で
、
大
一
斤
（
大

一
六
両
）
は
小
三
斤
（
小
一
斤
は
小
一
六
両
）
に
あ
た
る
か
ら
、
小
一

斤
は
約
二
二
五
ｇ
、
小
一
両
は
約
一
四
ｇ
で
あ
る
。
小
三
〇
斤
は
約
六

・
七
五
㎏
。

武
蔵
か
ら
の
烏
頭
？
の
荷
札

3

（
一
七
二
六

号
）

无
耶
志
国
薬
烏

長
さ
一
六
二
㎜
・
幅
一
七
㎜
・
厚
さ
四
㎜

六
〇
三
二
型
式

「
烏
」
は
不
詳
だ
が
、
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
よ
る
と
「
烏
頭
一
斛
二

こ
く

斗
」
と
み
え
（

武
蔵
年
料
雑
薬
条
）
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
指
す
か
。「
烏

58

頭
（
ウ
ズ
）
」
は
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
多
年
草
ウ
ズ
（
ト
リ
カ
ブ
ト
）
の

野
生
種
北
烏
頭
（
ホ
ク
ウ
ズ
。
和
名
エ
ゾ
ト
リ
カ
ブ
ト
）
あ
る
い
は
そ

の
他
多
種
の
同
属
植
物
の
塊
根
に
比
定
さ
れ
る
。
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に

よ
る
と
、
武
蔵
・
近
江
・
下
野
各
国
の
年
料
雑
薬
と
し
て
貢
納
さ
れ
て

い
た
。『
唐
律
疏
議
』
巻
十
八
、
賊
盗
律
に
毒
薬
の
一
つ
と
し
て
み
え
（

と
う
り
つ

そ

ぎ

ぞ
く
と
う
り
つ

16

以
毒
薬
薬
人
条
）
、
日
本
律
に
も
同
様
に
み
え
る
（

毒
薬
条
）
。

16

丹
波
か
ら
の

窮
の
荷
札

4

（
一
七
二
七

号
）

(

表)

伊
看
我
評

(

裏)


窮
八
斤

長
さ
九
〇
㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
四
㎜

六
〇
三
二
型
式

「
伊
看
我
評
」
は
、
『
和

名

抄
』
の
丹
波
国
何
鹿
郡
（
現
在
の
京
都
府

い

か

が

わ
み
ょ
う
し
ょ
う

い
か
る
が

綾
部
市
周
辺
）
に
あ
た
る
。

「
芎
窮
（
キ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
）
」
は
、
川
芎
（
セ
ン
キ
ュ
ウ
）
と
も
い
い
、

セ
リ
科
の
多
年
草
セ
ン
キ
ュ
ウ
の
根
茎
に
比
定
さ
れ
る
。『
延
喜
式
』
典

薬
寮
に
よ
る
と
、
丹
波
国
の
年
料
雑
薬
に
「
十
斤
」
（

丹
波
年
料
雑
薬

78

条
）
と
み
え
、
丹
波
を
含
む
十
二
箇
国
（
尾
張
・
遠
江
・
相
模
・
武
蔵

・
下
総
・
常
陸
・
近
江
・
美
濃
・
下
野
・
加
賀
・
丹
波
・
播
磨
）
の
年

料
雑
薬
と
し
て
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
小
八
斤
は
約
一
・
八
㎏
。

丹
波
か
ら
の
当
帰
の
荷
札

5

（
一
七
二
八

号
）

(

表)

伊
看
我
評

(

裏)

当
帰
五
斤

長
さ
九
四
㎜
・
幅
二
三
㎜
・
厚
さ
四
㎜

六
〇
三
二
型
式

「
当
帰
（
ト
ウ
キ
）
」
は
、
セ
リ
科
の
多
年
草
ト
ウ
キ
（
和
名
カ
ラ
ト

ウ
キ
）
の
根
に
比
定
さ
れ
る
。
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
よ
る
と
、
丹
波
国

が
当
帰
を
貢
納
す
る
規
定
は
み
え
な
い
が
（

丹
波
年
料
雑
薬
条
）、
隣

78

国
の
但
馬
国
に
「
当
帰
十
斤
」
の
規
定
が
あ
り
（

但
馬
年
料
雑
薬
条
）
、

80

十
七
箇
国
（
大
和
・
伊
賀
・
伊
勢
・
甲
斐
・
武
蔵
・
常
陸
・
飛
驒
・
上



3

野
・
但
馬
・
因
幡
・
出
雲
・
石
見
・
播
磨
・
美
作
・
備
中
・
備
後
・
安

芸
）
の
年
料
雑
薬
と
し
て
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
当
帰
は
展
示
番
号

に
13

も
み
え
る
ほ
か
、
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
か
ら
「
当
帰
二
両
」
と
記
し
た

あ
す
か
き
ょ
う
あ
と

え

ん

ち

い

こ

う

木
簡
が
出
土
し
て
い
る
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
『
史
跡
・
名

勝
飛
鳥
京
跡
苑
池
（
一
）
』
五
一
号
）
。
小
五
斤
は
約
一
・
一
二
五
㎏
。

黒
石
英
の
付
札

6

（
一
七
二
九

号
）

(

表)

黒
石
英
十
一

(

裏)

斤

長
さ
八
二
㎜
・
幅
一
七
㎜
・
厚
さ
三
㎜

六
〇
三
二
型
式

「
黒
石
英
（
コ
ク
セ
キ
エ
イ
）
」
は
鉱
物
性
の
生
薬
で
、『
本
草
集

注

』

ほ
ん
ぞ
う
し
っ
ち
ゅ
う

の
白
石
英
（
ハ
ク
セ
キ
エ
イ
）
の
項
に
は
、
白
石
英
の
う
ち
黒
端
を
黒

石
英
と
い
う
と
あ
る
。
白
石
英
は
、
酸
化
物
類
の
鉱
物
の
鉱
石
。『
医
心
方
』

い

し
ん
ぽ
う

に
「
紫
石
英
、
伯
耆
国
に
出
づ
」
「
白
石
英
、
近
江
・
備
中
・
大
宰
に
出

づ
」
と
み
え
、
産
地
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
木
簡
が
出
土
し
た
同
じ

遺
構
の
内
濠
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
〇
か
ら
、
白
石
英
が
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、

黒
石
英
は
、
紫
石
英
（
あ
る
い
は
紫
水
晶
）
の
色
の
濃
い
も
の
と
す
る

理
解
も
あ
る
。
小
一
一
斤
は
約
二
・
四
七
五
㎏
。

流
黄
の
付
札

7

（
一
七
三
〇

号
）


流
黄
一


長
さ
一
〇
八
㎜
・
幅
二
二
㎜
・
厚
さ
三
㎜

六
〇
三
二
型
式

「
流
（
硫
）
黄
（
リ
ュ
ウ
オ
ウ
）
」
は
鉱
物
性
の
生
薬
で
、
硫
黄
（
イ

オ
ウ
）
の
こ
と
。
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
よ
る
と
、
相
模
・
信
濃
・
下

野
各
国
の
年
料
雑
薬
と
し
て
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
木
簡
が
出
土

し
た
同
じ
遺
構
の
内
濠
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
〇
か
ら
、
硫
黄
が
出
土
し
て
い

る
。
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
よ
る
と
、
左
右
馬
寮
に
馬
薬
と
し
て
年

め
り
ょ
う

六
升
四
合
が
支
給
さ
れ
て
お
り
（

馬
寮
雑
薬
条
）
、
『
同
』
左
右
馬

24

寮
に
も
毎
季
「
硫
黄
一
升
六
合
」
を
「
官
に
申
し
て
請
受
け
よ
」
と

う

み
え
る
（

馬
薬
条
）。

35

白
朮
の
付
札

8

（
一
七
三
一

号
）

白
朮
四


長
さ
九
〇
㎜
・
幅
一
六
㎜
・
厚
さ
三
㎜

六
〇
三
二
型
式

「
白
朮
（
ビ
ャ
ク
ジ
ュ
ツ
）
」
は
、
キ
ク
科
の
多
年
草
ビ
ャ
ク
ジ
ュ
ツ

（
和
名
オ
オ
バ
ナ
オ
ケ
ラ
）
の
根
茎
に
比
定
さ
れ
る
。
四
文
字
目
は
助

数
詞
で
、
斗
ま
た
は
升
で
あ
ろ
う
。
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
よ
る
と
、
三

十
三
箇
国
（
山
城
・
大
和
・
摂
津
・
尾
張
・
参
河
・
駿
河
・
安
房
・
下

総
・
常
陸
・
近
江
・
美
濃
・
飛
驒
・
信
濃
・
越
前
・
越
中
・
丹
波
・
丹

後
・
但
馬
・
因
幡
・
伯
耆
・
出
雲
・
石
見
・
播
磨
・
美
作
・
備
前
・
備

中
・
備
後
・
安
芸
・
周
防
・
長
門
・
紀
伊
・
讃
岐
・
伊
豫
）
の
年
料
雑

薬
と
し
て
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
天
武
天
皇
十
四
年
（
六
八
五
）
九
月
、

天
皇
の
病
の
た
め
に
誦
経
が
お
こ
な
わ
れ
、
十
月
、
十
一
月
に
は
白
朮

ず
き
ょ
う

を
煎
じ
さ
せ
た
と
み
え
る
（
『
日
本
書
紀
』
同
年
九
月
丁
卯
条
、
十
月
庚

辰
条
、
十
一
月
丙
寅
条
）
。
現
在
で
も
胃
腸
薬
に
配
合
さ
れ
て
お
り
、
日

本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
の

頭
注
は
胃
薬
と
し
て
用
い
た
と
解
釈
す
る
。
あ
る
い
は
、
天
武
天
皇
自

身
が
白
朮
を
服
用
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
。『
万
葉
集
』
に
は
、「
う

け
ら
」
の
語
で
東

歌
武
蔵
国
歌
に
二
首
み
え
る
ほ
か
（
巻
十
四
‐
三
三

あ
ず
ま
う
た

九
三
番
歌
・
三
三
九
七
番
歌
）
、
国
不
詳
の
相
聞
歌
一
首
に
も
み
え
る
（
巻

そ
う
も
ん
か

十
四
‐
三
五
二
四
番
歌
）。

人
参
の
付
札
１

9

（
一
七
三
三

号
）

人
参
十
斤

長
さ
一
二
九
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
三
㎜

六
〇
三
二
型
式



4

人
参
の
付
札
２

10

（
一
七
三
四

号
）

人
参
十
斤

長
さ
一
〇
七
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
二
㎜

六
〇
三
一
型
式

「
人
参
（
ニ
ン
ジ
ン
）
」
は
、
ウ
コ
ギ
科
の
多
年
草
ニ
ン
ジ
ン
（
和
名

オ
タ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
）
の
根
に
比
定
さ
れ
る
。
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
よ
る

と
、
十
箇
国
の
年
料
雑
薬
（
摂
津
・
伊
勢
・
甲
斐
・
陸
奥
・
若
狭
・
越

前
・
丹
波
・
美
作
・
伊
豫
・
大
宰
）
と
し
て
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
藤
原

宮
跡
東
面
外
濠
Ｓ
Ｄ
一
七
〇
（
藤
原
宮
第
二
七
次
調
査
）
か
ら
「
人
参

一
両
」
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
（
『
藤
原
宮
木
簡
三
』一
一
〇
八

号
）
。

小
一
〇
斤
は
約
二
・
二
五
㎏
。

杜
仲
の
付
札

11

（
一
七
三
六

号
）

杜
仲
十
斤

長
さ
一
一
二
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
五
㎜

六
〇
三
二
型
式

「
杜
中
（
ト
チ
ュ
ウ
、
杜
仲
と
も
）
」
は
、
ト
チ
ュ
ウ
科
の
落
葉
高
木

ト
チ
ュ
ウ
の
樹
皮
に
比
定
さ
れ
る
。
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
よ
る
と
、
十

三
箇
国
（
摂
津
・
伊
勢
・
尾
張
・
安
房
・
上
総
・
常
陸
・
近
江
・
美

濃
・
若
狭
・
但
馬
・
伯
耆
・
播
磨
・
伊
豫
）
の
年
料
雑
薬
と
し
て
貢

納
さ
れ
て
い
た
。
小
一
〇
斤
は
約
二
・
二
五
㎏
。

独
活
の
付
札

12

（
一
七
三
七

号
）

独
活
十
斤

長
さ
八
八
㎜
・
幅
二
一
㎜
・
厚
さ
三
㎜

六
〇
三
二
型
式

「
独
活
（
ド
ッ
カ
ツ
）
」
は
、
セ
リ
科
の
多
年
草
毛
当
帰
（
モ
ウ
ト
ウ

キ
。
和
名
シ
シ
ウ
ド
）
な
ど
と
ウ
コ
ギ
科
の
多
年
草
食
用
楤
木
（
シ
ョ

ク
ヨ
ウ
ソ
ウ
ボ
ク
。
和
名
ウ
ド
）
な
ど
の
根
と
根
茎
に
比
定
さ
れ
る
。『
延

喜
式
』
典
薬
寮
に
よ
る
と
、
二
十
七
箇
国
（
山
城
・
大
和
・
摂
津
・
伊

賀
・
伊
勢
・
尾
張
・
参
河
・
安
房
・
下
総
・
常
陸
・
美
濃
・
越
前
・
丹

波
・
但
馬
・
因
幡
・
伯
耆
・
出
雲
・
石
見
・
播
磨
・
美
作
・
備
前
・
安

芸
・
周
防
・
紀
伊
・
讃
岐
・
伊
豫
・
土
佐
）
の
年
料
雑
薬
と
し
て
貢
納

さ
れ
て
い
た
。
藤
原
宮
跡
朝
堂
院
回
廊
東
南
隅
の
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
（
飛

鳥
藤
原
第
一
二
八
次
調
査
）
か
ら
「
独
活
五
両
」
（
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発

掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
十
八
‐
一
八
頁
上
）
、
平
城
宮
跡
内
裏
北
方
官

衙
地
区
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
Ｂ
（
平
城
第
一
二
九
次
調
査
）
か
ら

「
独
活
壱
両
」
（
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
十
五
‐
一
二
頁

下
）
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
小
一
〇
斤
は
約
二
・
二
五
㎏
。

当
帰
の
付
札

13

（
一
七
四
〇

号
）

当
帰
十
斤

長
さ
一
一
七
㎜
・
幅
二
二
㎜
・
厚
さ
四
㎜

六
〇
三
二
型
式

当
帰
は
、
展
示
番
号

を
参
照
。

5

葛
根
の
付
札

14

（
一
七
四
一

号
）

葛
根
六
斤

長
さ
七
九
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
五
㎜

六
〇
三
二
型
式

「
葛
根
（
カ
ッ
コ
ン
）
」
は
、
マ
メ
科
の
つ
る
性
木
本
葛
（
カ
ツ
。
和

名
ク
ズ
）
の
塊
根
に
比
定
さ
れ
る
。
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
よ
る
と
、

山
城
・
伊
勢
・
近
江
・
紀
伊
各
国
の
年
料
雑
薬
と
し
て
貢
納
さ
れ
て
い

た
。
小
六
斤
は
約
一
・
三
五
㎏
。
『
本
草
集
注
』
に
よ
る
と
、
五
月
五

日
の
日
中
に
採
り
、
屑
に
す
る
と
い
う
。
推
古
天
皇
十
九
年
（
六
一
一
）
、

二
十
年
、
二
十
二
年
の
五
月
五
日
に
薬

猟
の
記
事
が
み
え
（
『
日
本
書

く
す
り
が
り

紀
』
同
日
条
）
、
こ
の
頃
ま
で
に
五
月
五
日
の
薬
猟
が
宮
廷
行
事
と
し

て
確
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
理
解
も
あ
る
。
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知
苺
の
付
札

15

（
一
七
四
二

号
）

知
苺
五
斤

長
さ
一
五
六
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
四
㎜

六
〇
三
一
型
式

「
知
苺
（
チ
モ
、
知
母
と
も
）
」
は
、
ユ
リ
科
の
多
年
草
チ
モ
（
和
名

ハ
ナ
ス
ゲ
）
の
根
茎
に
比
定
さ
れ
る
。
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
よ
る
と
、

八
箇
国
（
摂
津
・
伊
勢
・
相
模
・
武
蔵
・
近
江
・
丹
波
・
播
磨
・
備
中
）

の
年
料
雑
薬
と
し
て
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
小
五
斤
は
約
一
・
一
二
五
㎏
。

こ
の
木
簡
が
出
土
し
た
地
点
の
す
ぐ
南
で
お
こ
な
っ
た
藤
原
宮
第
一
〇

次
調
査
に
お
い
て
、
同
じ
遺
構
の
西
面
内
濠
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
〇
か
ら
「
知

母
九
斤
」
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
（
『
藤
原
宮
木
簡
一
』
四
九
〇

号
）。

夜
干
の
付
札

16

（
一
七
四
五

号
）

夜
干｢

十｣

斤

長
さ
一
九
二
㎜
・
幅
二
二
㎜
・
厚
さ
三
㎜

六
〇
三
一
型
式

「
夜
干
（
ヤ
カ
ン
）
」
は
、
ア
ヤ
メ
科
の
多
年
草
射
干
（
ヤ
カ
ン
。

和
名
ヒ
オ
ウ
ギ
）
の
根
茎
に
比
定
さ
れ
る
。
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に

よ
る
と
、
十
六
箇
国
（
山
城
・
摂
津
・
伊
賀
・
伊
勢
・
尾
張
・
駿
河
・

越
前
・
越
中
・
丹
波
・
出
雲
・
石
見
・
備
後
・
安
芸
・
周
防
・
紀
伊
・

讃
岐
）
の
年
料
雑
薬
と
し
て
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
「
十
」
は
別
筆
の
可

能
性
が
あ
る
。
小
一
〇
斤
は
約
二
・
二
五
㎏
。
こ
の
木
簡
が
出
土
し

た
同
じ
遺
構
の
内
濠
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
〇
か
ら
、
ほ
か
に
、
「


〔
夜

干
ヵ
〕
三
両
」
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
（
『
藤
原
宮
木
簡
四
』

一
七
二
三

号
）。


茄
の
付
札

17

（
一
七
四
六

号
）


茄
十
斤

長
さ
一
二
五
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
二
㎜

六
〇
三
一
型
式

「

茄
（
ゴ
カ
。
あ
る
い
は
、
五
茄
・
五
茄
皮
〈
ゴ
カ
ヒ
〉
と
も
）
」

は
、
ウ
コ
ギ
科
の
落
葉
低
木
ゴ
カ
な
ど
の
根
皮
に
比
定
さ
れ
る
。
『
延
喜

式
』
典
薬
寮
に
よ
る
と
、
十
一
箇
国
（
伊
勢
・
尾
張
・
参
河
・
相
模
・

下
総
・
近
江
・
美
濃
・
美
作
・
周
防
・
紀
伊
・
讃
岐
）
の
年
料
雑
薬
と

し
て
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
小
一
〇
斤
は
約
二
・
二
五
㎏
。
こ
の
木
簡
が

出
土
し
た
同
じ
遺
構
の
内
濠
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
〇
か
ら
、
ほ
か
に
、
「
五

茄

」
（
『
藤
原
宮
木
簡
四
』
一
七
四
七

号
）
「


〔
五
茄
ヵ
〕
皮
六
斤
」

（
『
同
』
一
七
四
八

号
）
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

桃
人
の
付
札

18

（
一
七
五
二

号
）

桃
人
七
升

長
さ
八
一
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
四
㎜

六
〇
三
二
型
式

「
桃
人
（
ト
ウ
ニ
ン
、
桃
仁
と
も
）
」
は
、
バ
ラ
科
の
落
葉
小
高
木
桃

（
ト
ウ
。
和
名
モ
モ
）
ま
た
は
山
桃
（
サ
ン
ト
ウ
）
の
種
子
に
比
定
さ

れ
る
。
『
延
喜
式
』
典
薬
寮
に
よ
る
と
、
四
十
一
箇
国
（
山
城
・
大
和
・

摂
津
・
伊
賀
・
尾
張
・
参
河
・
遠
江
・
駿
河
・
伊
豆
・
相
模
・
武
蔵
・

安
房
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
・
近
江
・
美
濃
・
下
野
・
若
狭
・
越
前
・

能
登
・
越
中
・
丹
波
・
丹
後
・
但
馬
・
因
幡
・
伯
耆
・
出
雲
・
播
磨
・

美
作
・
備
前
・
備
中
・
備
後
・
安
芸
・
周
防
・
長
門
・
紀
伊
・
阿
波
・

讃
岐
・
伊
豫
・
土
佐
）
の
年
料
雑
薬
と
し
て
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
当
時

の
一
升
は
今
量
の
〇
・
四
五
升
（
約
〇
・
八
一
ℓ
）
に
あ
た
り
、
七
升

は
約
五
・
六
七
ℓ
。
藤
原
宮
跡
東
面
外
濠
Ｓ
Ｄ
一
七
〇
（
藤
原
宮
第
二

七
次
調
査
）
か
ら
「
桃
人
一
升
」
（
『
藤
原
宮
木
簡
三
』
一
一
〇
八

号
）
、
同
北

辺
地
区
の
Ｓ
Ｄ
一
〇
五
か
ら
「
桃
子
一
二
升
」
と
記
し
た
木
簡
が
出
土

し
て
い
る
（
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
藤
原
宮
』
七
七
号
）。
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ま
じ
な
い
の
符
号
を
記
し
た
呪
符
木
簡

19

（
一
八
一
三

号
）

乎
其

（
符

１
）（
符

２
）（
符

３
）
鬼
小
（
符

４
）
今

長
さ
三
八
九
㎜
・
幅
五
三
㎜
・
厚
さ
六
㎜

五
〇
三
二
型
式

木
簡
が
出
土
し
た
井
戸
は
、
隅
柱
に
横
板
を
落
と
し
込
ん
だ
井
戸
枠

が
三
段
残
っ
て
お
り
、
木
簡
は
西
南
隅
の
柱
に
立
て
か
け
ら
れ
た
状
態

で
出
土
し
た
。
同
じ
坪
内
か
ら
、
年
輪
年
代
測
定
に
よ
り
天
武
天
皇
十

一
年
（
六
八
二
）
に
伐
採
さ
れ
た
と
判
明
し
た
井
戸
枠
を
も
つ
井
戸
が

み
つ
か
っ
て
お
り
、
出
土
土
器
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
井
戸
も
藤
原
宮
造
営
期
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。木

簡
は
、
折
敷
底
板
を
転
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
表
面
か
ら
穿
た

お

し

き

れ
た
二
箇
所
の
穿
孔
は
、
符
籙
や
文
字
と
重
複
関
係
が
あ
り
、
い
ず
れ

せ
ん
こ
う

ふ

ろ
く

も
穿
孔
が
後
で
あ
る
。
符
籙
１
は
、
中
国
宋
代
の
『
天
原
発
微
』
（
『

正

て
ん
げ
ん
は
つ

び

し
ょ
う

統
道
蔵
』〈
道
教
の
経
典
の
集
成
〉
所
収
）
に
み
え
る
、
星
座
の
一
つ
羅
堰

と
う
ど
う
ぞ
う

ら

え

ん

と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、「
九

星
、
牽

牛
の
東
に
在
り
。

き
ゅ
う
せ
い

け
ん
ぎ
ゅ
う

水

潦
を
壅
ぎ
、
灌
漑
の
渠
と
為
す
」
と
み
え
、
洪
水
を
せ
き
と
め
て
灌

す
い
り
ょ
う

ふ
せ

か
ん
が
い

み
ぞ

漑
用
水
と
す
る
の
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
呪
符
も
、
治
水
あ
る
い

は
井
戸
の
祭
祀
に
関
わ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
『
天
原
発
微
』
は
十
三

世
紀
に
成
立
し
た
史
料
で
あ
る
が
、「
羅
堰
」
は
『
晋
書
』
天
文
志
、『
隋
書
』

し
ん
じ
ょ

ず
い
し
ょ

天
文
志
に
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
七
世
紀
に
遡
る
も
の
と
み
て
矛

盾
は
な
い
。
こ
の
呪
符
は
、
藤
原
宮
の
造
営
時
に
埋
め
ら
れ
た
井
戸
か

ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
羅
堰
の
機
能
か
ら
、
近
く
を
流
れ
る
飛
鳥

川
の
氾
濫
を
お
さ
え
、
造
営
工
事
が
無
事
に
進
む
よ
う
に
、
治
水
を
託

し
た
も
の
と
す
る
理
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。

展示番号19実測図
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木
簡
出
土
遺
構

西
面
内
濠
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
〇
（
展
示
番
号

～

）

Ｓ
Ｄ
一
四
〇
〇
は
、
藤
原
宮
西
面

1

18

大
垣
Ｓ
Ａ
二
五
八
の
東
約
一
〇
ｍ
を
北
流
す
る
素
掘
り
の
南
北
溝
で
あ
る
。
藤
原
宮

第
五
八
‐
一
次
調
査
で
は
、
一
〇
ｍ
分
検
出
し
た
。
幅
一
・
六
～
二
・
一
ｍ
、
深
さ

〇
・
七
～
〇
・
九
ｍ
で
、
堆
積
層
は
四
層
に
分
け
ら
れ
る
。
最
上
層
は
埋
立
土
で
瓦

を
大
量
に
含
む
。
最
下
層
に
は
、
宮
造
営
時
の
木
材
の
削
屑
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
最
下
層
を
除
く
三
層
か
ら
出
土
し
た
が
、
特
に
上
か
ら
三
層
目
か
ら
多
く

出
土
し
た
。
薬
に
関
わ
る
木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
特
筆

さ
れ
る
遺
物
と
し
て
、
硫
黄
、
白
雲
母
、
白
石
英
、
磁
鉄
鉱
、
樹
脂
状
品
（
琥
珀
ま

い

お

う

し
ろ
う
ん

も

は
く
せ
き
え
い

じ

て
っ
こ
う

こ

は

く

た
は
松
脂
か
）
な
ど
鉱
物
類
が
あ
り
、
薬
品
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
簡

ま
つ
や
に

は
一
三
一
点
（
う
ち
削
屑
六
一
点
）
出
土
し
た
。

な
お
、
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
〇
は
、
第
五
八
‐
一
次
調
査
以
外
に
、
奈
良
県
昭
和
四
三
年

度
、
第
一
〇
次
、
第
三
三
次
、
第
三
四
次
、
第
五
四
‐
一
六
次
、
第
五
八
‐
九
次
の

各
調
査
に
お
い
て
検
出
し
て
お
り
、
総
延
長
は
二
三
五
ｍ
に
お
よ
ぶ
。
木
簡
は
第
一

〇
次
調
査
か
ら
四
点
（
『
藤
原
宮
木
簡
一
』
四
九
〇

～
四
九
二

号
）
出
土
し
て
お
り
、
現
在

の
と
こ
ろ
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
〇
の
出
土
木
簡
総
数
は
、
一
三
五
点
（
う
ち
削
屑
六
一
点
）

と
な
っ
た
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
八
四
三
一
（
展
示
番
号

）

Ｓ
Ｅ
八
四
三
一
は
、
藤
原
宮
西
方
官
衙
南
地

19

区
で
お
こ
な
っ
た
藤
原
宮
第
七
九
次
調
査
で
検
出
し
た
井
戸
。
掘
方
の
開
口
部
が
直

径
二
・
四
ｍ
の
円
形
で
、
上
か
ら
深
さ
一
ｍ
の
と
こ
ろ
か
ら
下
は
一
辺
一
・
五
ｍ
の

方
形
と
な
る
。
深
さ
は
一
・
八
ｍ
。
井
戸
枠
の
構
造
は
、
ま
ず
方
形
の
開
口
部
の
掘

方
四
隅
に
隅
柱
を
立
て
る
。
隅
柱
に
は
互
い
に
直
交
す
る
位
置
に
二
条
の
縦
方
向
の

溝
を
切
り
、
そ
こ
に
両
端
を
楔
形
に
加
工
し
た
横
板
を
数
枚
落
と
し
込
む
。
木
簡
は

折
敷
を
転
用
し
た
呪
符
一
点
が
出
土
し
た
。

用
語
解
説

『
唐
律
疏
議
』

唐
の
高
宗
永
徽
三
年
（
六
五
二
年
）
に
編
纂
さ
れ
た
唐
律
の
注
釈
書
。

と
う
り
つ

そ

ぎ

こ
う
そ
う
え

い

き

長

孫
無
忌
等
に
よ
り
編
纂
さ
れ
、
翌
永
徽
四
年
に
頒
布
さ
れ
た
。

ち
ょ
う
そ
ん

む

き

『
本
草
集

注

』

梁
の
陶
弘
景
（
四
五
六
～
五
三
六
）
が
五
〇
〇
年
頃
に
編
纂
し
た

ほ
ん
ぞ
う
し
っ
ち
ゅ
う

と
う
こ
う
け
い

中
国
の
本
草
書
（
薬
物
書
）
。
三
六
五
種
の
薬
品
を
収
載
し
て
い
た
『
神
農
本
草

経

』

し
ん
の
う
ほ
ん
ぞ
う
き
ょ
う

を
増
注
、
再
整
理
し
た
も
の
で
、
三
巻
本
と
七
巻
本
が
あ
っ
た
。『
本

草

経

集

注
』

ほ
ん
ぞ
う
き
ょ
う
し
っ
ち
ゅ
う

と
も
い
う
。
藤
原
宮
の
時
代
の
薬
の
調
達
と
保
管
は
、
『
本
草
集
注
』
に
掲
載
さ
れ

た
薬
名
に
も
と
づ
い
て
い
た
ら
し
い
。

『
医
心
方
』

丹
波
康
頼
（
九
一
二
～
九
九
五
）
が
永
観
二
年
（
九
八
四
）
に
編
纂
し

い

し
ん
ぽ
う

た
ん
ば
の
や
す
よ
り

た
現
存
す
る
日
本
最
古
の
医
書
。
中
国
六
朝
・
隋
唐
、
朝
鮮
の
医
薬
関
係
書
百
数
十

種
か
ら
の
引
用
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
中
国
医
学
を
研
究
す
る
上
で
も
貴
重
。

藤原宮木簡出土地点図
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木
簡
の
型
式
分
類
と
そ
の
説
明

型
式
番
号
は
四
桁
の
数
字
で
示
し
、
第
一
位
の
数
字
は
時
代
を
示
す
。
五
は
飛
鳥
時
代
、

六
は
奈
良
時
代
（
藤
原
宮
期
を
含
む
）
、
七
は
平
安
時
代
で
あ
る
。

〇
一
一
型
式

長
方
形
の
材
の
も
の

〇
一
五
型
式

長
方
形
の
材
の
側
面
に
穴
を
穿
っ
た
も
の

〇
一
九
型
式

一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の

〇
二
一
型
式

小
型
矩
形
の
も
の

〇
二
二
型
式

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の

〇
三
一
型
式

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方
頭
・
圭

頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る

〇
三
二
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
三
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た

も
の

〇
三
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
・

腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
四
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ
た
も
の

〇
四
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
作
り
、
残
り
の
部
分
の
左
右

に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
四
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損

・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
五
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の

〇
五
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど

に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
六
一
型
式

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
六
五
型
式

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
八
一
型
式

折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の

〇
九
一
型
式

削
屑

【
編
集
】
奈
良
文
化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室


